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１月で満１歳になるお子さんを募集します！
●応募期限＝12月９日㊎まで（必着）。
●応募方法＝写真裏にお子さんの住所、氏名（ふり
がな）、生年月日、性別、電話番号、コメント
（30字以内）、保護者名（父・母）を記入し、〒

863-8631（住所記載不要）天草市役所秘書課へ
郵送または持参してください。なお、写真はお子
さんが大きく、鮮明に写っているものをお願いし
ます。また、写真の掲載は９人まで（応募者多数
の場合は抽選）とし、応募写真は返却しません。

渡辺 琉央 くん

父・雅巳さん
母・麻衣子さん

亀場町亀川

る　お

☆みんなの人気者！！僕のsmileでみん
なば幸せにすっけん♡

清田 琥哲 くん

父・泰喜さん
母・のぞみさん

牛深町

こてつ

島崎と荒尾のじいちゃん、ばあちゃん、
いつもありがとう！

武部 将瑛 くん

父・英広さん
母・絵美さん

港町

しょうえい

じぃじ、ばぁば、大好き♡いつもあり
がとう！！

本巢 優成 くん

父・郁弥さん
母・香さん

本渡町広瀬

ゆうせい

じいちゃん、ばあちゃん、大好き。いと
このひなたくんたくさん遊んでね！！

山下 愛心 ちゃん

父・泰弘さん
母・留美さん

枦宇土町

あ　こ

ゆうか姉♡こうし兄！！いつもあそん
でくれてありがとう

水野 心翔 くん

父・康喜さん
母・玲香さん

本渡町本泉

こうと

ごはんと車が大好き!でも、じいじと
ばあばはもっと好き！！

向 遥哉 くん

父・翔太さん
母・愛香さん

亀場町食場

はるや

みんなをメロメロにする遥くんの笑顔
♡これからもみんなに笑顔届けてネ♪

寺岡 楓眞 くん

父・伸悟さん
母・つかささん

東町

ふうま

こんなに大きくなりました。みんなよ
ろしくネ！！

　天草には豊かな自然の恵みを受けた新鮮な魚
介類、野菜、かんきつ類など豊富な農林水産物
がありますが、それらを原材料とした加工食品
産業もあり、最近では天草謹製に代表されるこ
だわりの商品も数多く開発されています。 これ
らの魅力ある商品の都市圏での販路拡大を目ざ
し、その知名度、商品力を検討・確認し、天草
ブランドの確立を図るため、首都圏で初めての
天草特産品ショップ「あまくさ宝島市場」が11
月３日に横浜市泉区のイトーヨーカドー立場店
内にオープンしました。　

　開店当日は、私もお待ちいただいたお客様に
天草産品をプレゼントさせていただきました
が、かんきつ類の人気は特に高く、売れ行きも
好調でした。首都圏には、熊本や天草出身者で
組織された「ふるさと会」などの団体も多く、
その方々のお力添えもありますが、天草の話題
と天草弁も飛び交って終日大盛況でした。
　首都圏にも、天草に縁のある方々がたくさん
いらっしゃることに驚くと同時に、多くの皆さ
んが天草の産品に興味を持って歓迎してくださ
ったことを強く実感しました。

天草特産品ショップ
『あまくさ宝島市場』が横浜市にオープン！

天草市長  安田公寛

市 長

随 筆

皆さんからのお便りを
募集しています！
　身近であったできごとや、季節
に思いをはせることなど、100字
程度（応募者多数の場合は選考）。
※表記などを統一するため、趣旨を変
えずに文章を直すことがあります。

▶応募期限＝12月９日㊎まで（必着）。
▶応募方法＝寄稿文をまとめたも
のに、ペンネームと住所、氏名、
電話番号を記入し、天草市役所
秘書課へ提出してください。

［郵送・持参］
〒863-8631 市内東浜町8-1（郵
送の場合は住所記載不要）
天草市役所・秘書課広報広聴係
［電子メール］
hisyoka@city.amakusa.lg.jp

　10月に始まったレジ袋削減運動。以
前からときどきはマイバッグを持参して
いましたが、今後はレジ袋が有料になる
お店もあるとのこと。これからは、必ず
車に用意しておこうと思っています。
　目ざせ！地球に優しい主婦！
ペンネーム：普通の主婦

　自宅に太陽光発電システムを導入しまし
た。発電量と使用量が明確にわかり、その日
に売電できた料金も表示されます。そのせい
か、家族全員がこまめに電気を消すようにな
りました。それ相応のお金はかかりましたが、
節電の効果は確実に上がっているようです。
ペンネーム：自然エネルギーに感謝！

たてば

　

スマイル
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司
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し
て
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る
。
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彩
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祭
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司
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高
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を
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業
後
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し

て
８
年
間
勤
務
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そ
の
後
、
結
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を
機
に
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退
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バ
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イ
ド
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仕
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し
た
か
っ
た
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と
、
１
年
間
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を
経
て
結
婚
披
露
宴
の
司

会
者
と
な
り
、
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に
な
る
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司
会
と
い
う
職
業
は
、
文
字
通

り
会
の
進
行
を
つ
か
さ
ど
る
重
要

な
役
ど
こ
ろ
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ほ
ん
の
ひ
と
言

で
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
一
変
さ
せ

る
危
う
さ
が
あ
り
、
い
つ
も
緊
張

の
連
続
。
慣
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
浦
田
さ
ん
は
話
す
。
そ

れ
で
も
、「
ハ
イ
ヤ
祭
り
や
あ
か

ね
市
は
、
市
を
代
表
す
る
一
大
イ

ベ
ン
ト
。
地
元
を
P
R
す
る
た
め

の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
」

と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
12
月
３
・
４

日
に
は
〝
牛
深
あ
か
ね
市
〞が
牛

深
ハ
イ
ヤ
大
橋
横
・
芝
生
広
場
一

帯
で
行
わ
れ
る
。
ス
テ
ー
ジ
に
立

つ
浦
田
さ
ん
は
、「
こ
の
時
期
に

し
か
味
わ
え
な
い
牛
深
の
味
覚

を
、
ぜ
ひ
食
べ
に
来
て
ほ
し
い
。

私
も
元
気
い
っ
ぱ
い
で
、
皆
さ
ん

を
お
迎
え
し
ま
す
」と
意
気
込
む
。

　
「
司
会
者
と
し
て
こ
こ
ま
で
来

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
後
押
し

を
し
て
く
れ
る
周
囲
の
皆
さ
ん

や
、
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
の
サ

ポ
ー
ト
の
お
か
げ
」と
浦
田
さ
ん
。

牛
深
に
密
着
し
た
名
司
会
者
は
、

こ
れ
か
ら
も
地
元
の
た
め
に
マ
イ

ク
を
握
り
続
け
る
。

牛深に密着した名司会者

浦 田 由 香 さん（牛深町・39歳）
ゆ か


